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 令和7年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇前回の記録と同程度の種目 上体起こし 

〇前回の記録を上回った種目  

長座体前屈、反復横跳び、50ｍ走、立ち幅跳び 

20ｍシャトルラン、ソフトボール投げ 

〇前回の記録より下回った種目 

 握力 

「運動ウィーク」や「ロープジャンプ週間」の取組により、全般的に

記録が向上している。前年度よりも全体的な体力の向上が見られ

たため、継続して取り組んでいく。 

 〇前回の記録と同程度の種目 上体起こし 

〇前回の記録を上回った種目  

長座体前屈、反復横跳び 

20ｍシャトルラン、立ち幅跳び、 

〇前回の記録より下回った種目 

 ソフトボール投げ、50ｍ走、握力 

「運動ウィーク」や「ロープジャンプ週間」の取組により、一定の成

果が挙がっている。一方で、課題も見られるため、児童委員会と

連携を図りながら取組をレベルアップしていきたい。 

 〇「運動やスポーツをすることが好き」と回答

する子どもの割合 

R6 男子 88.5% 女子 86.3%  

R7 男子 90.6% 女子 92.3% 

〇体育の授業を除く 1 週間の総運動時間が 60 分未

満の「ほとんど運動しない子ども」の割合 

   R6 男子  8% 女子 13.6% 

  R7 男子 9.5% 女子 29.2% 

運動やスポーツをすることが好きという子の割合が

増加している。体育の授業以外での運動時間を確保

することが課題。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

〇児童アンケートや保護者アンケート等の活用 

〇学校評議員会・学校関係者評価等の活用  〇全国体力・運動能力、運動習慣等調査や学校独自の調査結果等を活用 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

・「課題探究的な学習」の推進 

・子どもの運動時間を確保し、運動する楽

しさに触れる学習の推進 

・ICT（クロームブック）を活用した学習

活動の充実 

 

課題探究的な体育学習 

 

・一人一台端末の効果的な活用など体

育、健康に関する課題を、子ども自ら

発見し、目標をもって取り組めるよう

にする手だてを講じた授業。例）自身

の動きを撮影した動画を視聴すること

で、個々の課題解決に活用する。 

 

 

 

 

 

本校の「食・健康・生活・命・安全」に 

関わる指導計画を充実 

 

 
 

・運動機会の充実を図る環境整備の推進 

・「運動ウィーク」「ロープジャンプ大会」

の設定により、仲間や教諭と一緒に楽し

く運動する機会を創出 

子どもたちが苦手意識のある器械運動に、友達

や先生と取り組む「運動ウィーク」を設定 

・体育の学習時期に鉄棒やマット、跳び箱

などを体育館に常時設置することで運動

の機会を確保する。また、児童委員会と

連携を図り、休み時間に教諭や友達と楽

しく運動することで体力の向上を図る。 

・「ロープジャンプ大会」では、学級単位

で回数を記録し、仲間と協力して目標を

達成する経験を積む。 

・的あてコーナーの 

 

 

 


